
科目名

担当教員

実務経験

対象学生

曜日・時間

授業形態

科目の概要

授業方法・授業上注意

成績評価の方法と基準 考査５０％、確認テスト２５％、授業態度・提出物等２５％

使用テキスト 医療関連法規、医事関連法の完全知識

教材・参考文献・図書等

コマ数

4

8

8

4

4

4

10

2

2

8

4

4

医療法、病院の人員・施設基準 6

4

2

2

4

8

4

2

94

前期期末考査

労災保険法、介護保険法、DPC

後期終末考査

公費負担医療制度（身障・知的・肝炎・公害）、自賠責、臓器移植、診療報酬、支払基金各法

個人情報保護法、消費税、保険外併用療養費制度、高額療養費制度　復習

９４コマ　　８４．６時間

講義形式の授業・グループワーク

調剤薬局にて薬局事務にて、受付、患者応対や調剤補助等に従事。調剤報酬請求事
務、労災保険請求事務、自賠責請求事務を行う。また、県単医療制度、医療扶助関係
の事務処理を担当。

医療従事者法（PSW、臨床工学技士、義肢装具士、救急救命士等）

〇医療保険制度・公費負担医療制度・労災保険法等を理解する。

健康保険法　復習及びグループワークで単元ごとにまとめ

日雇特例被保険者法、船員保険法

確認テスト

医療従事者法（PT、OT、ST、ORT、歯科衛生士、歯科技工士、栄養士、社会福祉士、介護福祉士）

高額療養費制度、保険外併用療養費制度、医事スタッフの心構え

公費負担医療制度（生活保護法・難病法・特定疾患・小児慢性）

〇健康保険法・医療法・医療従事者法・公費負担医療制度・労災保険法・介護保険法
等の概要を理解し、活用できるようになる。

〇各種医療関連法規並びに療養担当規則に関し、理解を深め診療報酬請求事務能
力認定試験に合格する能力を身につけることができる。

医療機関と薬局

講義形式の授業・グループワーク

保険給付及び患者負担金　後期高齢者医療制度

医療事務学科

授業概要

授業計画（内容）

公費負担医療制度（戦傷法・被爆者法・麻薬取締法・母子保健）

労災保険法・介護保険法　病院の組織（各医療従事者法・ラインとスタッフ）

医療従事者法（医師法、薬剤師法、保健師助産師看護師法、臨床検査技師、診療放射線技師）

国民健康保険法、退職者医療制度、共済組合法、高齢者法

公費負担医療制度（感染症・障害者総合支援・児童福祉・精神保健）

授業の到達目標

医療法規

田村　ゆかり

医療秘書科１年・医療ビジネス科１年



84.6授業時数


